
 

2020年 12月 11日 

東海電子株式会社 

 

バス、タクシー、トラック等運輸安全事業者の安全、安心な運行管理を支援するために 

非接触型点呼・屋内リモート点呼システムパッケージ 

『ソーシャルディスタンス点呼システム（SD点呼システム）』販売開始 

 

 

飲酒運転根絶および交通事故ゼロ社会に向けて IT点呼システムを開発する東海電子株式会社(本

社：静岡県富士市 代表 杉本 哲也)は、この度、コロナ禍における新たな点呼製品として、『ソー

シャルディスタンス点呼システム（SD点呼システム）』の販売を開始致します。 

 

記 

 

1． 背景 

2020 年 4 月以降、国土交通省およびバス、タクシー、トラックの業界団体等は、コロナ禍を受け、

「点呼」に関して適切な距離を置く等のガイドラインおよびマニュアルを提示しています。 

 

バス、タクシー、トラック協会 ガイドラインの

「（８）運転者に対する点呼」より（＊1） 

全日本トラック協会新型コロナウイルス感染症

予防対策マニュアル」【本編】より 

・ 対面により運転者に対して点呼を行う際には、適切

な距離を保つこと、 運行管理者等（点呼を行う運行管

理者又は補助者をいう。）と運転者の間 にアクリル板

や透明ビニールカーテンなどを設置すること、換気を徹

底すること等により、いわゆる「三つの密」を避けるた

めの取組を行う。 また、運行管理者等に対し、マスク着

用や、点呼前後の手洗い等の基本的な感染予防対策を講

じるよう徹底する。 

 ・ 疲労、疾病等を報告させる際には、体温測定の結果

を報告させることによる体調の確認を行うこと等によ

り、健康状態を確実に把握するとともに、発熱やせき等

の症状があることが確認された場合には、自宅待機とす

る。 

 ・ 始業点呼時に、マスクの着用や手洗いの励行等の感

染予防対策が取れていることを確認する。 ・ 酒気帯び

の有無の確認において使用するアルコール検知器につ

いては、こまめに除菌 3 することや車両に備えられてい

る携帯型アルコール検知器 を活用する等複数の検知器

を使用すること等により感染防止を徹底する 

 

 

 

https://www.jta.or.jp/info/coronavirus/manual/jta_manual.pdf
https://www.jta.or.jp/info/coronavirus/manual/jta_manual.pdf


 

また、令和 2 年 5 月に決定した国土交通省の補正予算 

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001339698.pdf 

においても、 

「（２）非接触・リモート型への転換 

・港湾へのライブカメラの設置による検疫時等の情報収集能力の向上 

・ICT を活用した自動車運行管理等の非接触化・リモート化 

 

とあるように、対面点呼の非接触化・リモート化についての調査・補助事業が行われることとされて

います。既に応札事業者が決まっており、調査事業の準備が始まっています。 

 

2． 非接触対面点呼を実現するソーシャルディスタンス点呼システム 

 

当社では、過去 10 年にわたりトラックをはじめとする運輸事業者に「IT 点呼・対面点呼システ

ム」を提供してきました。本製品は「対面点呼実施・録画・電子点呼記録簿作成機能」を備えてお

り、同一屋内（室内）において、ソーシャルディスタンスを確保できる新たな対面点呼システムの

形態としてご活用いただくべく、新たに販売パッケージ化を致しました。 

 

 

従来型対面点呼 ソーシャルディスタンス点呼(SD 点呼システム) 

 

 

 

 

同一室内でローカルネットワークを使い 

対面点呼アプリケーションで点呼実施 

 

 

3． 非接触対面点呼を実現するソーシャルディスタンス点呼システムの価格 

1） 検知器セット価格（本体部分） 

ソーシャルディスタンス点呼システム（SD 点呼システム） 

免許証認証＆アルコール検知器部分 点呼アプリケーション（2PC ライセンス分） 

 

 

 

 

 
ドライバー側      点呼執行者側 

398,000 円(＊2) 188,000 円（＊3） 

合計 586,000 円 

＊2･3 本価格に、保守契約、作業費、送料は含まれておりません。詳細は別紙価格表をご確認く

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001339698.pdf


ださい。 

 

＊3 すでに ALC-PROⅡをお使いのお客様は、この価格で「ソーシャルディスタンス点呼システ

ム」化出来ます。 

 

 

○出荷開始：2020 年 12 月 1 日 

 

＜＊1＞ 

○バスにおける 新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン （第４版） 

http://www.bus.or.jp/news/covid-19Guide.pdf 

○タクシーにおける 新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン （第 2版） 

http://www.taxi-japan.or.jp/content/?p=article&c=3111&a=13 

○トラックにおける 新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン （第２版） 

https://www.jta.or.jp/info/coronavirus/guideline2nd.pdf 

 

 

 

 

東海電子株式会社 営業企画部  

東京都立川市曙町 2-34-13 オリンピック第３ビル 203 

 E-mail: info@tokai-denshi.co.jp  

東海電子コーポレートサイト  ：http://www.tokai-denshi.co.jp 

東海電子公式 ECサイト     ：https://shop.tokai-denshi.co.jp/ 

東海電子メディアサイト    ：https://transport-safety.jp/ 

http://www.bus.or.jp/news/covid-19Guide.pdf
http://www.taxi-japan.or.jp/content/pdf.php?f=10011
http://www.taxi-japan.or.jp/content/?p=article&c=3111&a=13
https://www.jta.or.jp/info/coronavirus/guideline2nd.pdf
http://www.tokai-denshi.co.jp/
https://shop.tokai-denshi.co.jp/
https://transport-safety.jp/


2020年12月1日

ソーシャルディスタンス点呼システム 価格表

品名： ソーシャルディスタンス点呼システム  ＜このシステムを運用する際は、下記のアルコール検知器ALC-PROⅡ1式が必要となります＞
項番 種別 販売品目 商品コード 定価(消費税抜) 備考

1-1 基本 ソーシャルディスタンス点呼システム ※１ 9040-8201 ¥188,000
1-2 基本 Tenko-PRO保守契約 ※２ 9140-1000-00 ¥48,000
1-3 基本 初期ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 9010-9003 ¥18,000
1-4 基本 送料 9099-0002 ¥1,000
1-5 合  計 ¥255,000

品名： アルコール検知器ALC-PROⅡ（Ver.4.0）    ＜もしALC-PROⅡをお持ちでない場合は、下記費用が追加で必要となります。＞
項番 種別 販売品目 商品コード 定価(消費税抜) 備考

2-1 基本 ALC-PROⅡ（Ver.4.0) 9010-9001-40 ¥306,000
2-2 基本 保守校正特別契約Ⅱ 9010-9205-00 ¥98,000
2-3 任意 専用ﾏｳｽﾋﾟｰｽ 25個入 9010-9041 ¥4,500 この項目は、必須ではございません。

2-4 任意 呼気ﾌｨﾙﾀｰ(5個入り） 9010-9037 ¥4,000 この項目は、必須ではございません。

2-5 合  計 ¥412,500
¥667,500

※１ ソーシャルディスタンス点呼システム機器構成
Tenko-PRO２ソフトウェア2式及びTenko-PRO２アクセサリーセット2式のセットとなります。
尚、このシステム1式は特別価格として、通常定価326,000円から138,000円のお値引きとなっております。

※２ Tenko-PRO保守契約
①システムに関する技術・運用上の電話・ファックス・E-Mailでの照会・問合せに対する回答
②故障・損傷発生時、代替機（無償）を発送し、引取メンテナンスを行うこと。※保守契約書にて但書あり
③システムが故障した場合、お客様からシステムの発送を受け修理を行うこと。※保守契約書にて但書あり
④無償ソフトウェアバージョンアップ
⑤ご購入から2年目以降は、販売品目：Tenko-PRO保守契約、商品コード：9140-1000、価格：定価（契約額）
 での、弊社からユーザー様への直接請求となります。

ソーシャルディスタンス点呼システム＆ALC-PROⅡ総計：



コロナ禍における、安全、安心な
点呼の実現のために

ソーシャルディスタンス点呼システム
(SD点呼システム）

www.tokai-denshi.co.jp
2020.12.01

http://www.tokai-denshi.co.jp/


2020年12月現在のコロナの状況

更に米疾病対策センター（CDC）からの発表では、改めて新型コロナウイルスの感染経路に関する指針を改定
し、「『空気感染』で広がることがありうる」との指摘も。

＜2020年12月9日 厚生労働省による新型コロナウィルス感染者数＞

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html#h2_1



点呼の法的解釈_令和元年10月31日 貨物自動車運送事業輸送安全規則

対面の定義は、どのような解釈になるのだろうか。
酒気帯びの有無、疾病、疲労、睡眠不足等の状況を確認できる点呼の要件とは。



全日本トラック協会
運行管理業務と安全マニュアルより



全日本トラック協会
新型コロナウイルス感染症予防
対策マニュアル」【本編】より

https://www.jta.or.jp/info/coronavirus/manual/jta_manual.pdf


現在、輸送安全規則でも安全な点呼として
認可されている、『IT点呼のシステム』を活用
した新しい点呼形態をとれないだろうか。

新しい対面点呼の形態



数メートルの距離を保ちつつ
安全な対面点呼が可能に

通常の対面点呼に比べ、点呼者と点呼執行者の距離が
離れることにより感染リスクを低減させる安全な点呼が可能

同一拠点内でIT点呼システムを活用した場合



ソーシャルディスタンスを保つ、新しい点呼のケース
～運用は同一室内の点呼に限る～

数メートルの距離はあるが
管理者から乗務員の目視は可能

点呼の運用は、WEB画面による顔色、声色の確認の他、記録型
アルコール検知器を使用した、酒気帯び確認が可能。

この場合、IT点呼機器は運用するが、目視も可能な対面点呼



✓ 感染症予防観点で対面点呼時の距離を広く開けた場合、互いの声が聞き取りにくく、会話
が困難であったり、相手の表情を十分に確認出来なくなるなどの安全確認上での問題点を
このシステムの通話機能で解消する事が可能である。

✓ 対面点呼の法令上の定義ではその距離について特に言及はしていないため、管理者と被点
呼者が相手を認識可能な距離を保ちつつ点呼を行う事は法令上合法言えるが、実際にそ
のような対面点呼を行う際にも、システムにより安全を担保する事が可能となる。

✓ 点呼アプリケーションの持つ、データの保管性や点呼簿作成等の機能も活用可能となり、本
来の対面点呼業務を考えた場合にも利便性などのメリットが享受できる。

✓ 今後、点呼法令自体が緩和される可能性もあり、単なる感染予防という使用方法以外に
も、広いエリアでの使用が可能になる可能性もある。

『ソーシャルディスタンス点呼システム（SD点呼システム）
導入メリット



コロナ禍において、感染の防止と安全を守る点呼の実施は、全ての運輸事業
者様にとって、重要なテーだと思われます。
今まで、IT点呼になじみになかった皆様も、今回のシステムを是非お試しくださ
い。

バス、トラック、タクシー等、全ての
運輸事業者様へ


